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●目的
　限られた地域における泌尿器科領域悪性腫瘍のできる限り正確な

発生頻度を継続的に調査し，将来的に日本人の泌尿器科領域の癌発生

頻度を推計するために，我々は山口県東部地域における泌尿器科癌の

疫学調査を1994年から行ってきた。今回1994年から2003年までの

10年間の腎癌における調査結果を検討した。

●方法
1)毎年1月から12月までに各医療機関で確定診断された症例の

　届け出方式とした

2)重複症例は主に治療を行った医療機関からの情報を主体とした

3)調査対象地域以外の症例は除外した

4)当地域外で調査対象患者が受診する可能性のある医療機関には

　随時調査への協力を依頼した

調査の概要



調査の地域

●調査対象地域は種々の条件を勘案し、調査精度
　向上のため以下の8市、7郡とした。

[市部]　
山口市、防府市、新南陽市、徳山市、下松市
光市、柳井市、岩国市　

[郡部]　
大島郡、玖珂郡、熊毛郡、都濃郡、佐波郡、阿武郡　
吉敷郡(小郡町、秋穂町)

　　　　　　　　（平成15年3月以前の市町村合併以前の市町村名で表記）

●上記対象地域の各年の人口は、山口県統計課による
　山口県推計人口(毎年10月1日現在)を用いた。
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調査対象地域における人口動態
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調査対象施設
山口赤十字病院（山口市）
済生会山口総合病院（山口市）
本永泌尿器科医院（山口市）
ながた泌尿器科医院（山口市）
山口県総合医療センタ－（防府市）
（旧山口県立中央病院）

桑陽病院（防府市）
山口泌尿器科ｸﾘﾆｯｸ（防府市）
三田尻病院（防府市）
社会保険徳山中央病院（周南市）
小金丸医院（周南市）
徳山病院（周南市）*
新南陽市民病院（周南市）
かまたｸﾘﾆｯｸ（周南市）
周南記念病院（下松市）
（ 旧徳山記念病院 ）

しのはらｸﾘﾆｯｸ（下松市）
中山医院（下松市）
日立病院（下松市）*
周東総合病院（柳井市）
こうだｸﾘﾆｯｸ（柳井市）

光市立病院（光市）
国立病院機構岩国医療センター（岩国市）
（旧国立岩国病院）

廣中泌尿器科（岩国市）
いなだ泌尿器科ｸﾘﾆｯｸ（岩国市）
岩国みなみ病院（岩国市）*
錦病院（岩国市）*
岩国市医療センター医師会病院（岩国市）*
岩国中央病院（岩国市）
小郡第一病院（吉敷郡小郡町）
大和病院（熊毛郡大和町）
光輝病院（熊毛郡平生町）
平生ｸﾘﾆｯｸ（熊毛郡平生町）
町立大島病院（大島郡大島町）
益田赤十字病院（島根県益田市）**
町立美和病院（玖珂郡美和町）*
安本医院（大島郡東和町）*
中村ｸﾘﾆｯｸ（玖珂郡和木町）
錦中央病院（玖珂郡錦町）
玖珂ｸﾘﾆｯｸ（玖珂郡玖珂町）*
国立病院機構大竹病院(広島県大竹市)**

* 泌尿器科常勤医がいない施設　** 調査対象地域外の施設



罹患数394例（年齢21歳～93歳、中央値66歳）

　男性281例（年齢35歳～93歳、中央値65歳）

　女性113例（年齢21歳～88歳、中央値67歳）

　男性：女性＝2.49：1

患側：右側189例、左側190例、両側5例、不明10例

患者背景



罹患数年次推移

女性

男性

95 96 97 98 99 00 0194 02 03

10

20

30

40

50

（年）

（人）

24 23 28 32 25 28 28 32 26 35

5
11

12

17

8

10 12

11
16

11

29
34

40

49

33

38 40
43 42

46



年齢調整罹患率年次推移（世界人口による）
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年齢分布（n=394）
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まとめ

●山口県東部地域において94年～03年の10年間で腎

癌と診断された症例は394例であった。

●罹患数、年齢調整罹患率、初診医療機関、主訴は特

に一定の傾向は認めなかった。

●Stage IVの症例が全体の約20％を占め、早期発見を

目的とした検診システムの整備、啓蒙活動が必要と

思われた。


